






今年度の研究成果

(疫学調査)わが国における統計を検索・整理することにより以下のことを明らかにした。

①ふたご出産率,三つ子出産率,四つ子出産率は,わが国に排卵誘発剤が多用され始めた

1980 年代前半より上昇し始め,体外受精が広まった 1980 年代後半よりさらに急激に上昇

し続けている。

②単胎に比し,ふたご,三つ子,四つ子となるにしたがい,極小未熟児・超未熟児の割合は急

上昇する.

③単胎に比し,ふたご,三つ子,四つ子となるにしたがい,周産期死亡率は激増する.(表 2 単

胎,多胎別にみた周産期死亡率の年次推移)(今泉小班疫学調査による)

④単胎に比し,ふたご,三つ子,四つ子は,排卵誘発・体外受精(IVF-ET)による割合が圧倒的

に多い。また早産や母体妊娠合併症も多い。(表 3;日本産科婦人科学会・周産期管理登録

委員会 1990～1992 年報告による)

以上より,わが国では近年多胎,特に三胎・四胎が急増しており,その原因は排卵誘発や体

外受精にあることは明らかである。そして特に三胎・四胎は,妊娠中・出産時とも母児と

もにその危険性は明らかに高い.また極小未熟児・超未熟児出生率も高く,これらの医療費

財政を圧迫していると考えられる.


